
慶應義塾大学アート・センター周年事業／KUACアート・アーカイヴ20周年

GENETIC ARCHIVE
20 Years of KUAC Art Archive

2018 年

10月 26日（金）19：00－21：00（18:30 開場）
慶應義塾大学三田キャンパス　東館 8階ホール
参加申し込み不要／入場無料

ジェネティック

生成するアーカイヴ
̶創造の軌跡をもとめて
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「
近
代
美
術
に
お
け
る
〈
旅
〉
の
非
・
神
話
化
」

 
　
　
前
田
富
士
男
（
中
部
大
学
客
員
教
授
・
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）

「
文
明
的
統
一
体
と
し
て
の„
ヨ
ー
ロ
ッ
パ“
と
文
献
学
」

 

　
　
粂
川
麻
里
生
（
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
副
所
長
・
同
大
学
文
学
部
教
授
）

「
ア
ー
カ
イ
ヴ
を
ど
こ
か
ら
見
て
い
る
の
か
」

 

　
　
柳
田
利
夫
（
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）

﹇
モ
デ
レ
ー
タ
ー
﹈
森
下
隆
（
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
所
員
・
土
方
巽
ア
ー
カ
イ
ヴ
）

 

登
壇
者
３
名
に
よ
る
発
表
（
約
15
分
）
の
後
、
討
論
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。



お問合せ
慶應義塾大学アート・センター（担当：森山・橋本）
〒108-8345 東京都港区三田2-15-45
Tel: 03-5427-1621 Fax: 03-5427-1620
E-mail: 2025@art-c.keio.ac.jp
http://www.art-c.keio.ac.jp/  

主催：慶應義塾大学アート・センター

慶應義塾大学アート・センターは、1998 年に土方巽の舞
踏資料をアーカイヴとして公開して以来、ノグチ・ルーム（彫刻・
建築・環境デザイン）、瀧口修造（造形・批評）、油井正一（ジャ
ズ評論）、西脇順三郎（詩）、草月アートセンターなどの資料
をアーカイヴとして構築し、国内外の研究者の拠点たるべく活
動を行ってまいりました。

芸術の創作過程を記録し探求するアーカイヴ、とりわけ 20
世紀以降の領域横断的な芸術活動も視野に入れたアート・
アーカイヴは、過去から継承されたどのような（いまだその歴
史的意味も未確定な）マテリアルを「資料」として分類・蓄
積するべきなのか、その方法はどのようなものであるべきな
のか、私たちは繰り返し問うてきました。それはまた結局のと
ころ、歴史一般にまつわる学知を、どのような視点のもとに、
何を根拠として見出し、いかに蓄積していくかという問題でも
あるでしょう。

当センターのアーカイヴ開設 20 周年にあたり、歴史が生成
するとともに探求されるアーカイヴという場について見つめ直
す機会として、本研究フォーラムを開催いたします。歴史学、
文献学、美術史学より専門家をお迎えし、各研究分野を横断
しながら、アーカイヴのあるべき姿を描き出します。

生成するアーカイヴ
̶創造の軌跡をもとめて

研究フォーラム

ジェネティック

柳田利夫（慶應義塾大学名誉教授）

日本人の国内・海外移住史を素材に、近代日本人の移動・越境とアイデンティ
ティ生成についての研究を行う。1978 年慶應義塾大学文学部助手、1998
年同教授。1997/2002 年ペルー・カトリカ大学招聘教授。2006 年からブ
ラジル東山農場で史料整理を行い東山農場史料館設立に参画。JICA 横浜海
外移住資料館のデジタル・ミュージアム、ペルー移住者データベース
Pioneros の公開とともに、海外各地の日系博物館・資料館との連携強化等
を進めている。編著書として『アメリカの日系人』（同文舘、1992）、『ラテン
アメリカの日系人』（慶應義塾大学出版会、2002）、『ペルーの和食：やわら
かな多文化主義』（慶應義塾大学教養研究センター、2017）ほか。

前田富士男（中部大学客員教授・慶應義塾大学名誉教授）

ドイツ近代美術・ゲーテ自然科学について、美術作品・資史料の歴史研究と
色彩論・形態学の芸術学的研究との接合を追究。19 世紀ドイツの歴史学・アー
カイヴ学の研究も行う。慶應義塾大学アート･センター開設 (1993) を推進し、
文学部美学美術史学専攻を退職後、中部大学に勤務。現在、アート・ドキュ
メンテーション学会 (JADS) 会長。編著書に『パウル・クレー―造形の宇宙』
（慶應義塾大学出版会、2012）、『色彩からみる近代美術―ゲーテより近代へ』
（三元社、2013）ほか。

粂川麻里生（慶應義塾大学アート・センター副所長・同大学文学部教授）

専門領域は近現代ドイツ文学、言語哲学、スポーツ史、大衆文化論。『ワール
ドボクシング』誌記者、上智大学専任講師を経て、現在慶應義塾大学文学部
教授・同大学アート・センター（KUAC）副所長。「ゲーテ自然科学の集い」代表。
共著書に『サッカーのエスノグラフィーへ』（社会評論社、2002）、『色彩か
らみる近代美術―ゲーテより近代へ』（三元社、2013）、『ゲーテ』（集英社文庫、
2015）、『西洋教育思想史』（慶應義塾大学出版会、2016）。訳書に『ピッチ
サイドの男』『サッカー審判員フェルティヒ氏の嘆き』（ともに三修社、2002、
2012）ほか。

最寄り駅
JR 田町駅、地下鉄三
田駅・赤羽橋駅

※ 慶應義塾東門の入り
口から入り、8F までエ
レベーターでお上がり
ください


